
支援計画

日時

実施後の記録

本人の様子 再構造化・再計画の指針

※書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』（104～105頁）を参考に記入してください。　検索"自閉症　フレームワーク”

※1　優先性の項目の（　）内には、優先性の高いものを５段階で記す。　（低←１・２・３・４・５→高）
※2　要因の項目の（　）内には、ハードルの高さを５段階で記す。　　　（低←１・２・３・４・５→高）

※支援の具体的な計画は自立課題シートで整理する方法もあります

環境を変える部分は？ 本人の特性にあわせた支援は？ 本人に伝える・教える部分は？

活用できる他の資源 活用できる本人のスキル 活用できる本人の気づき

□ 周囲の状況、人的・物理的環境

□ 様々な状況の変化

□ 影響を与える刺激や情報

□ 必要な支援・指示がない

□その他（周囲の価値観　等）

□ 受容コミュニケーションの特性

□ 表出コミュニケーションの特性

□ 社会性・対人関係の特性

□ 注意・注目、衝動性、転導性等の特性

□ 時間の整理統合の困難さ

□ 空間の整理統合の困難さ

□ 変化の対応の特性

□ 関係理解（意味理解）・般化の困難さ

□ 記憶の維持の困難さ

□ 長期記憶の特性

□ 感覚の特異性

□ 微細運動・粗大運動

□その他（不安、感情コントロール、他合併症
等）

□ 習慣になっているものがある

□ 自分流の気づき・考え方をもつ

□ 過去に経験したこと学んだこと

□ 過去に経験したことにより恐怖や嫌悪感を
もっていること

□ 行動前の状況 □ 行動後の状況・結果

↑　上の項目は、課題となっている行動の要因　　　　↓　下の項目は、ストレングスや社会資源などのプランを具体化する情報

課題になっている行動（気になる行動）

優先性：本人ニーズ（　）　安全・安心・肯定感（　）　日常生活・年齢（　）　将来性（　）　※1

環境・状況の要因（　）※2 本人の特性（　）※2 本人の経験や気づきの影響（　）※2
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氏名：
 日付： 　　  /　　   / 　　  （ 　 ）

 記録者：

行動目標：


